※以下のチェックポイントは必要最低限を掲げています。必要に応じて追加事項があります。
	図面作成の
チェックポイント
	申請地番
	
	受付日
	

	
	申請者名
	
	
	

	
	道に関する協定書（別紙）の図面チェックポイント

	
	全体
	□題名「道に関する協定書（別紙）」協定書の文章と同じである

□協定する位置を表示（代表地番可（例）「市川市○○一丁目１０１番１外」）

□作成者　・作成者印

□作成日

□各図はＡ３用紙一枚にまとまっている

（やむを得ず複数枚にわたる場合は協定書との割印の他、各図面との割印が必要）

	
	付近見取図
	□題名「付近見取図」

□縮尺を表示

□方位を表示

□協定する部分の網掛け等表示
□目標物となる公共施設が表示されている

	
	公図写し
	□題名「公図写し」

□縮尺を表示

□方位を表示

□協定する部分の網掛け等表示

□接続道路の幅員の範囲を全て表示

（反対側の宅地地番を確認できること）

□協定の関係地番を全て表示

□地番を凡例（イロハ・・・）で表示している場合は地番がわかるように表示

□転写年月日

□転写場所（千葉地方法務局市川支局など）

	
	道の全体図
	□題名「道の全体図」

□縮尺を表示　・１／１００～１／３００程度で作図

□方位

□接続道路を表示　・幅員・セットバック位置

□接続道路の基準法種別を表示　・指定年月日番号・指定幅員・指定延長

□接続道路の官民境界査定の有無　・境界確定位置の表示・確定幅員・市道番号

□協定する部分を網掛け等で表示

□境界標　・協定する外形全て現地に境界標を設置し表示

□中心線　・起点、終点、変化点それぞれ現地に境界標を敷設し表示

□詳細図　・必要に応じて１／５０程度の詳細図で表現

□延長距離　・変化点ごとの延長、総延長を表示

（接続道路にセットバックが必要な場合は後退位置からの寸法であること）

□協定する部分の寸法　・現況幅員・セットバック寸法・協定する幅員

□すみ切り寸法　３辺すべて表示

□既存建物の表示　・出入り口の表示

□高低差を表示　・接続道路・各宅地・各宅地前の協定範囲内

□排水施設の表示　・Ｕ字溝・Ｕ字溝サイズ（ｗ＝２４０等）

□水の流れの方向を表示

□凡例がある場合凡例のとおりに作図されている



	
	
	

	その他(ﾒﾓ)  


 レ 適合　－ 非該当　○ 指摘    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
協定図作成用チェックリスト








